
 
 

 

令和４年千葉市教育委員会会議 

第８回定例会会議録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉市教育委員会 



 

令和４年千葉市教育委員会会議第８回定例会会議録 

 

日時 令 和 ４ 年 ８ 月 ３ ０ 日 （火） 

    午後１時３０分開会 

    午後２時４０分閉会 

場所 第 一 ・ 第 二 会 議 室 

 

 

出席委員 教 育 長 磯野 和美 

     委 員 小西 朱見 

     委 員 藤川 大祐 

     委 員 竹田 賢 

     委 員 高津 乙郎 

     委 員 大山 尋美 

 

出席職員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書  記  

      

 

 

  

教 育 次 長 宮本 寿正 

教 育 総 務 部 長 香取 徹哉 

学 校 教 育 部 長 鶴岡 克彦 

生 涯 学 習 部 長 佐々木敏春 

中央図書館長（管理課長事務取扱）  中島 千恵 

総 務 課 長 山田 利雄 

企 画 課 長 望月 宏次 

教 育 職 員 課 長 吉田 悦子 

教 育 給 与 課 長 松永 信隆 

学 校 施 設 課 長 堀  明徳 

教 育 指 導 課 長 樋口 雅也 

教 育 支 援 課 長 小田 將史 

保 健 体 育 課 長 酒井 隆夫 

教育センター所長 川名 正雄 

養護教育センター所長 久保木 修 

文 化 財 課 長 佐久間仁央 

生涯学習振興課放課後子ども対策担当課長 上田 昌弘  

学事課統括管理主事 長谷川 信 

総 務 課 課 長 補 佐 志賀 二郎 

教育改革推進課課長補佐 川島 政美 

生涯学習振興課課長補佐 土肥 慶典 

 

 

総務課総務班主査 猪飼 恭平 

総 務 課 主 任 主 事 三ヶ尻愛子 

総 務 課 主 任 主 事 佐野 翔一 



 

１ 開会 

磯野教育長より開会を宣言 

２ 会議の成立 

全委員の出席により会議成立 

３ 会議録署名委員の氏名 

磯野教育長より藤川委員を指名 

４ 会期の決定 

令和４年８月３０日（１日間）とすることで全委員異議なく決定 

５ 会議録の承認 

令和４年第６回定例会会議録を全委員異議なく承認 

６ 議事日程の決定 

議事日程を全委員異議なく決定 

７ 非公開審議の決定 

議案第３３号から議案第３６号までを非公開審議とする旨決定 

８ 議事の概要 

(1) 報告事項 

報告事項 (1) 令和３年度（令和４年度集計）体罰及びセクシュアル・ハラスメ

ントに関する調査結果について 

 吉田教育職員課長より報告があった。 

報告事項 (2) 令和４年度子ども議会について 

樋口教育指導課長より報告があった。 

(2) 議決事項 

議案第３１号 千葉市立小学校及び中学校管理規則の一部改正について 

 長谷川学事課統括管理主事より説明があった後、審議。全委員異議なく、原

案どおり可決した。 

議案第３２号 教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況に係る

点検及び評価について 

望月企画課長より説明があった後、審議。全委員異議なく、原案どおり可決

した。 

  議案第３３号 令和４年度補正予算について（９月補正） 

   堀学校施設課長、上田生涯学習振興課担当課長より説明があった後、審議。

全委員異議なく、原案どおり可決した。 

  議案第３４号 千葉市職員の定年等に関する条例等の一部改正について 

   松永教育給与課長より説明があった後、審議。全委員異議なく、原案どおり



 

可決した。 

  議案第３５号 千葉市立小学校設置条例の一部改正について 

   長谷川学事課統括管理主事より説明があった後、審議。全委員異議なく、原

案どおり可決した。 

  議案第３６号 工事請負契約について 

   堀学校施設課長より説明があった後、審議。全委員異議なく、原案どおり可

決した。 

(3) 臨時代理報告 

 報告第６号 職員の人事について 

 吉田教育職員課長より報告があった。 

 (4) 発言の要旨 

報告事項(1) 令和３年度（令和４年度集計）体罰及びセクシュアル・ハラスメ

ントに関する調査結果について 

磯野教育長 報告事項（１）「令和３年度（令和４年度集計）体罰及びセク

シュアル・ハラスメントに関する調査結果について」、教育職員

課長、説明をお願いします。 

吉田教育職員課長 議案書の１ページ、報告事項（１）をご覧ください。 

       平成２５年度から実施しております市内の小、中、特別支援、

高等学校の児童生徒、保護者を対象とした「体罰及びセクシュア

ル・ハラスメントに関する調査」の結果がまとまりましたのでご

報告します。 

       まず、「１ 調査目的」ですが、児童生徒と教職員の関わりの

中で起こる体罰やセクシュアル・ハラスメントに関する実態を把

握するとともに、具体的な対策を講じ、よりよい学校環境を構築

するために実施したものです。 

       次に、「２ 調査方法」ですが、調査対象は、市内の小、中、

特別支援、高等学校に在籍する児童生徒です。なお、小学校、特

別支援学校は保護者も含みます。また、調査対象期間は、令和３

年４月１日から令和４年３月７日までとしました。 

       実施方法は、これまで同様アンケート調査とし、氏名の記入は

選択制としております。ただし、アンケート集計の都合上、学年、

組、性別は必須記入としております。 

       回答に当たり、昨年度と同様、家庭で回答し提出していただく

こととしました。これは学校では周囲の目を気にして本来書きた

い内容を書けない児童生徒への配慮をしたためとなっておりま

す。 



 

       回収方法については、管理職が全教室を回って回収し、担任は

一切回収に関わらないようにしました。これは、提出したアンケ

ートを、「体罰をしている可能性がある担任に見られるのではな

いか」と不安に感じる児童生徒、保護者へ配慮したものです。さ

らに、学校に直接提出することが不安な児童生徒は、教育委員会

まで郵送による提出も可能としております。 

       次に、「３ 調査結果」についてですが、詳細は次のページ以

降にてご説明させていただきます。２ページをご覧ください。 

       体罰として判断された行為は２件でした。不適切な行為を受

けたと回答した件数は５３件でした。また、言葉の暴力について

は１４０件となっております。 

       次に、３ページをご覧ください。 

       セクシュアル・ハラスメントを受けたと回答した生徒は、①か

ら⑤までの合計の欄のとおり、小学校が９人、中学校が６人、高

等学校が０人、特別支援学校が０人となっており、総数は１５人

となっております。 

       調査を踏まえた今後の対応については、コンプライアンス班

が中心となって各種取組を実施し、体罰、セクシュアル・ハラス

メントの防止に向けてより一層取り組んでいきたいと考えてお

ります。 

       なお、今回の調査結果については、市教育委員会のホームペー

ジに掲載する予定です。 

       以上です。 

磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め何かありますか。 

藤 川 委 員 ご説明ありがとうございます。 

       体罰やハラスメント等については、教育委員会で日頃から様々

なご対応をいただいているものと思います。ありがとうございま

す。 

       前年度と比べたときの変化について伺いたい点があります。

前年度、令和２年度はコロナの影響で休校期間があり、実質的な

学校教育がなされている期間というのが短かったと思うのです

が、それにもかかわらず、言葉の暴力、暴言等が非常に多く増え

ております。他方で、セクシュアル・ハラスメントなどは小学校

を中心にかなり減少しているということで、増えているものと減

っているものがあります。この変化の要因、あるいは背景につい

て、何かご存じのことや考えることがあればお知らせください。 



 

吉田教育職員課長 委員のおっしゃったとおり、新型コロナウイルスの影響で休

校措置となった２０２０年度に比べて、児童生徒と接する機会

が増えたことが一つの原因であると考えられます。 

       また、千葉市が進めてきました児童生徒への子どもの権利の

理解促進及び「生命の安全教育」を実施したことにより、子ども

たちが「嫌だ」と言っていい、そして「相談していい」といった

認識が非常に高まってきたことが、こういった結果に表れてきた

のではないかと考えております。 

       また、セクシュアル・ハラスメントについては、昨年度の提言

を受け、学校や教員にかなり周知を図ってきたところですので、

その成果も表れているのではないかと考えております。 

藤 川 委 員 ありがとうございました。 

小 西 委 員 ご説明ありがとうございます。 

       毎年、大変な集計を本当にありがとうございます。 

       今、藤川委員がおっしゃったことと同じことが気になりまし

て、アンケートの回答者数が昨年と比べて４，０００人減ってい

るのに、被害件数、言葉の暴力が結構増えているところが気にな

りました。 

       私が教育委員になってから８年ぐらい経つのですが、さすが

に現場の先生方にも「体罰はやっちゃいけないだろう」という意

識が浸透し、体罰被害は毎年少ないです。また、セクハラ被害の

方も千葉市内で性犯罪の事件があったこともあり、かなり対策に

力を入れていただいて、相談体制も予防体制も整ってきていると

思うのですが、言葉の暴力は８年間ずっと横ばい、もしくは増え

続けています。 

       ここ数年、ハラスメントに対する世間の風当たりが厳しくな

ってきていますし、子どもたちの人権意識もどんどん高まってき

ており、それもまた件数の増加に影響しているとは思うのですが、

やはり現在の学校の取組みが本当に実効性のあるものになって

いるのか、本当に周知が徹底されているのかというところを、い

ま一度見直していただきたい、これは意見になります。 

       もう１点、質問なのですが、教職員間でのセクハラとかパワハ

ラの相談に対しては「スクールレスキュー」があるかと思うので

すが、毎年でなくとも教職員間の被害については、これまでアン

ケート調査などをされたことはあるのでしょうか。 

吉田教育職員課長 ２年前までは教職員の調査もしておりました。 



 

       教職員の方は「スクールレスキュー」がありますので、教職員

間同士のセクハラ、パワハラの案件については、そちらの方で集

計をして対応していくという形で２年前から変わっているとこ

ろです。 

       また、いただきましたご意見ありがとうございます。教育長と

の面接の際、学校が私たちのコンプライアンスに係る取組みを確

実に実施しているかどうかに関して、校長へ聞き取りを行ってお

ります。また、きちんと実施したことの報告もさせております。

やはり確実な実行というところが大事なところだと考えており

ますので、また私たちの方もしっかり確実に実行するような取組

みを考えていきたいと思います。よろしくお願いします。 

小 西 委 員 ありがとうございます。 

       弁護士会にも「セクハラ目安箱」というものがあるのですが、

毎月の投書数はずっと０件なのですが、実際にアンケート調査を

すれば、それなりの数の被害申告が出てきます。 

       裁判例などを見ていると、やはりハラスメントを起こしやす

い年代は４０代から６０代までぐらいで、ちょうど管理職の立場

の人たちです。その年代の方たちは、「自分が受けていた指導と

同じことをしては、今は駄目だ」ということは認識しつつも、他

方で、「自分がこうやって今あるのは、こういう厳しい指導を受

けてきたからだ」とか、「苦労しなければ一人前の仕事人にはな

れないんだ」など、教師だけではなく、そういった自負をお持ち

です。 

       そういった熱い思いでよかれと思ってやったことが結果とし

てパワハラとして訴えられるという事例が結構多く、やはり時代

の価値観というのは常に変わっていますので、毎年でなくても定

期的にアンケート調査などをして、実際の被害事例をしっかり確

認をし、それを全員に共有していくという姿勢が大切かと思いま

す。仕事を増やしてしまうような提案で申し訳ないのですが、教

員間における被害についても、アンケート調査などでの実態把握

について今後検討いただければと思います。 

吉田教育職員課長 検討して参りたいと思います。ありがとうございます。 

竹 田 委 員 私も藤川委員や小西委員と同じようなことを思ったのですが、

回答率が前年度は８３％から８４％あり、それより減っている

のに、実際に体罰以外に判断されるところが増えているのが少

し気になりました。あと教えていただきたいのですが、実際に



 

「不適切な行為」は具体的にどういうようなものを指すのでし

ょうか。私なんかが言われた「廊下に立っていろ」や、「トイレ

掃除をしろ」、「校庭を５周回ってこい」など、そういうものが

含まれているのですか。 

吉田教育職員課長 実際に不適切な指導というのは、黒板を叩いて怒ってみたり、

あとは給食が食べ切れない生徒に対して長時間に渡り食べさせ

たりというようなことや、あわせて、突然感情的に怒鳴ってしま

ったというような不適切な事例などが出ているものです。 

竹 田 委 員 例えば、そういったことがあった場合にはどうするのですか。

学校の先生に何か注意するのですか。 

吉田教育職員課長 必要に応じて校長が指導する場合もありますし、やはり行き

過ぎていると判断した場合には、教育職員課において教育職員

課長が直接指導措置という形で指導しているというようになっ

ております。 

竹 田 委 員 ありがとうございました。 

 

報告事項 (2) 令和４年度子ども議会について 

磯野教育長 報告事項（２）「令和４年度子ども議会について」、教育指導

課長、説明をお願いします。 

樋口教育指導課長 議案書の５ページをご覧ください。 

       報告事項（２）令和４年度子ども議会についてご報告します。 

       去る７月２６日火曜日、千葉市議会議場にて子ども議会を開

催しました。子ども議会は、本市の将来を担う子どもたちが千葉

市の現状と課題について話し合い、市民一人一人が生き生きと幸

せに暮らせるまちづくりに向けた具体的な提案を行う中で、千葉

市民としての意識を高められるようにすること、また、子ども目

線に立った意見を市政に生かすようにすること、こうした点を目

的としてスタートし、１２回目を迎えたところです。 

       当日は、市長、両副市長、こども未来局長、教育長、教育次長

をはじめ、千葉市議会から川村議長、森山副議長、田畑教育未来

委員長、伊藤教育未来副委員長の出席の下、小学校５、６年生３

３人の子ども議会議員と中学生７人が議会運営委員として参加

しました。 

       教育委員の皆様には、子ども議会当日のほか学習会にも参加

していただき、誠にありがとうございました。 

       詳しい提案の内容については、資料６ページをご覧ください。 



 

       今年度は、「みんなが住み続けたい千葉市にするために」のテ

ーマの下、「環境・自然プロジェクト」、「都市・交通プロジェ

クト」、「文化・施設プロジェクト」、「ごみ問題プロジェクト」、

「健康・福祉プロジェクト」、「地産・地消プロジェクト」、こ

の６つのグループに分かれました。 

       子ども議会に向けての学習会では、生活する中で日頃から感

じている課題について話し合い、アンケート調査や実地調査等を

行いました。グループの多くは、ギガタブを使って提案資料を作

成しました。よりよい千葉市になることを願い、自分たちができ

ること、果たすべき役割について考えた上で、行政に積極的に取

り組んでほしいことなど、提案を行いました。 

       子ども議会議員の提案に対して、市長、副市長、教育長から励

ましの言葉が織り込まれた分かりやすい答弁をいただき、参加し

た子ども議会議員も充実感を味わえたことと思います。 

       今後は、子ども議会での提案と答弁の内容を整理し、事後の取

組みも踏まえて報告書を作成し、各学校へ配布することにより、

子どもたちの発想と意欲を生かした主体的な取組みを広げてい

きたいと考えております。 

       以上です。 

磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かありますか。 

高 津 委 員 私も１回目の学習会に参加し、去年もそうでしたが、これをま

とめて子ども議会を行うのは大変だなと思いました。しかし、教

育指導課を中心に先生方の指導もあって、内容的には大変すば

らしいものだったと思います。 

       今、説明があったようにギガタブでまとめたり、それぞれのプ

ロジェクトで現地へ行って調査をしたり、あるいは学校内に戻っ

て仲間からアンケートを取り、それらをまとめたりということで、

昨年も見させていただいたのですが、昨年よりもさらにパワーア

ップした内容だったと思います。 

       一つ大きいのは、ファシリテーターである中学生の何人かは

子ども議会を通して学んできたものを後輩の小学生たちに生か

しているということが大きな意義だったと思います。また、中に

は堂々と発表する小学生がいてびっくりしました。この成果をま

た市や、市教委で実現できればいいなと思っております。 

       以上です。 

大 山 委 員 私も参加させていただき、子どもたちの立派な発表や質問等



 

を見て、大変感銘を受けました。公募では５、６年生となってい

ますが、今年５年生で申し込んだ子は来年また手を挙げたとし

ても参加できるのか、それともほかの子を選んでいるのでしょ

うか。 

樋口教育指導課長 今年５年生で取り組んだ子どもが次年度も立候補した場合で

も、もちろん参加することはできます。今年もそういう子どもた

ちは何人か６年生の中におりました。 

大 山 委 員 ありがとうございます。 

       これを継続して中学生となり、そのままファシリテーターに

なっていくと、政治にも千葉市にも大変興味を示すと思います。

高校３年生で選挙権があるので、中学校を卒業して高校までつな

がっていけば市政にも生きるのではないかと、見ていてとても思

いました。今後もどうぞこの活動を発展させてください。ありが

とうございます。 

藤 川 委 員 私も見学させていただきました。高津委員もおっしゃってい

ましたが、昨年度まで以上に充実した内容だったという印象を

受けました。 

       質問を２点ほどしたいのですが、１点目は、３３人という参加

者は応募者全員なのか、それとももっと多くの応募者があったの

かということを知りたいので教えてください。 

       ２点目なのですが、拝見したところ、学校で配置されているギ

ガタブ、タブレット端末を使っているお子さんがいたかと思った

のですが、電子機器の使用についてはどういうやり方になってい

たのかと教えていただきたいです。 

樋口教育指導課長 参加者の３３人については、応募した子ども全員が参加でき

ております。大体４５人程度を想定しておりましたので、応募者

全員が参加することができました。 

       ギガタブについては、それぞれ必要に応じて個人のものを活

用して資料を作成しました。例えば学校のクラスでアンケートを

取り、その集計結果を自分のギガタブの中でグラフを作成して、

それを学習会に持ち込むといった形でのギガタブの活用が見ら

れました。 

藤 川 委 員 ありがとうございます。 

       少し応募者が少なかったのかと懸念していたのですが、もう

少し定員には余裕があるということが分かりました。 

       それから、ギガタブについては恐らく昨年度はあまり使って



 

いる様子はなかったので、充実した内容になった一つの要因とし

て、学校でも子どもたちがギガタブを活用していて、日頃の学習

でアンケートなどを積極的に行っているお子さんが増えている

と思われますので、そうしたことも関わっているのかということ

を考えました。 

       今後について大山委員もおっしゃっていましたが、私も中学

生や高校生の世代に発展する要素がもっとあってもいいのでは

ないかと思います。例えば、中学生、高校生であればあまり手が

かからないので、中高生版の子ども議会のようなもの、これはも

う事前学習会みたいなものはあまり行わず、１回集まって準備し、

もう１回やって、もう議論など、それぐらいのやり方でもできる

かもしれません。あるいは今、小学生でやっている子ども議会に

限定した人数で中学生、高校生も１グループずつぐらい中学生グ

ループや高校生グループみたいなのがあって、小学生から見たら

お兄さんやお姉さんがより突っ込んだ議論をしている様子を見

てもらうなど、何かあまり負担を増やさない形で中学生、高校生

につなぐ方法というのはもう少し考えられるのかと思います。ぜ

ひそこに向けて、どうやって１８歳の成人に至るまでに政治参加

というものにつなげていくのかという視点でご検討いただけた

らありがたいなと思います。よろしくお願いします。 

樋口教育指導課長 たくさんの貴重なご意見ありがとうございます。 

       未来を生きる子どもたちが資質能力を身につけるためにもこ

の子ども議会を今後さらによりよいものとできるように検討し

ていきたいと思います。ありがとうございました。 

 

議案第３１号 千葉市立小学校及び中学校管理規則の一部改正について 

磯野教育長 次に、議決事項に関わる審議に移ります。 

       議案第３１号「千葉市立小学校及び中学校管理規則の一部改

正について」、学事課統括管理主事、説明をお願いします。 

長谷川学事課統括管理主事 議案書７ページ、それから参考資料の１ページをお開きくだ

さい。 

       まず、「目的」についてです。千葉市立真砂中学校かがやき分

校（以下「夜間中学」といいます。）においては、義務教育の段

階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法

律第１４条の規定に基づき、夜間において授業を行うものとしま

す。 



 

       夜間中学への入学への許可、これは校長が許可します。 

       「入学資格」についてです。 

       入学を志願することができる者は、次の要件の全てを満たす

者としました。１つ目、本市に居住している者または本市外の千

葉県内に居住している者で、居住する市町村の教育委員会の教育

長の副申書を提出した者。２つ目、学齢期を経過した者。３つ目、

義務教育の段階における普通教育に相当する教育を十分に受け

ていない者としました。 

       「志願の手続」についてです。 

       夜間中学に入学を志願する者は、入学願書及び調査票を校長

に提出することとなります。また、本市外の千葉県内に居住して

いる者は副申書、外国人の方の場合は在留カードの写しを入学願

書及び調査票に加え、提出する必要があります。 

       「就学及び学習の状況等の照会」についてです。 

       教育委員会は、入学を志願した者が在籍していた中学校の市

区町村教育委員会等に対し、就学及び学習の状況等の照会ができ

ることとしました。学年認定や入学後の参考資料としたいと考え

ております。 

       「入学の時期」についてです。 

       入学の許可の時期は４月から９月までとしました。ただし、教

育長が特に必要がある場合として、別に定める場合に該当する場

合はこの限りでないとしました。志願者のこれまでの就学状況等

により受入れを検討できるよう、ただし書きを加えたところです。 

       「未成年の入学」の手続きについてです。 

       まず、夜間中学への入学を許可された未成年の生徒の保護者

は、入学日から７日以内に誓約書を校長に提出する必要がありま

す。また、未成年の生徒の保護者が変更になったときは、改めて

誓約書を提出していただきます。 

       「転学及び退学」についてです。 

       転学または退学しようとする者は、転学願または退学願を校

長に提出することとしました。また、生徒が未成年である場合は、

退学願に保護者が連署の上、校長に提出することとしました。 

       提出を受けた校長は、指導要録の写し、その他必要な書類を当

該生徒が志願する転学先の校長に送付する必要があります。当該

生徒が志願する転学先の校長が転学を許可した場合においては、

校長は転学を許可するものとします。また、校長は転学者及び退



 

学者があった場合には速やかに教育委員会に報告する必要があ

ります。 

       「懲戒処分」についてです。 

       校長は、生徒に対して懲戒処分としての退学、停学及び訓告を、

当該生徒が未成年である場合は保護者立会いの上、行うことがで

きることとしました。また、懲戒処分による退学は、次の各号の

いずれかに該当する場合に限り行うことができるとしました。 

       １つ目、性行不良で改善の見込みがないと認められる場合。２

つ目、学力劣等で成業の見込みがないと認められる場合。３つ目、

正当の理由がなくて出席常でない場合。４つ目、学校の秩序を乱

し、その他生徒としての本分に反した場合の４点です。 

       校長は、懲戒処分としての退学を行ったときは、教育委員会に

報告しなければならないとしました。 

       最後に、「附則」についてです。 

       施行期日です。１つ目、この規則は、令和５年４月１日から施

行します。ただし、附則第３項の規定は令和４年９月１日から施

行することとしました。 

       附則第２項の「準備行為」ですが、この規則による改正後の千

葉市立小学校及び中学校管理規則第３１条の１８の規定による

夜間中学への入学の志願、第３１条の１９の規定による教育委員

会の照会、その他夜間中学への入学の許可に必要な行為は、これ

らの規定の例により、この規則の施行前においても行うことがで

きるとしました。 

       あわせて、附則第３項になりますが、千葉市立小学校、中学校

及び特別支援学校の通学区域に関する規則の改正についてです。 

       こちらについては、管理規則第３１条の１７にあるように、入

学資格は本市に居住している者であることから、通学区域につい

て次のように改正します。 

       こちらの方は参考資料の７ページに新旧対照表を掲載してお

ります。第２条第２項の中の「千葉市立稲毛高等学校附属中学校」

の次に「及び千葉市立真砂中学校かがやき分校」を加えることと

しました。稲毛高等学校附属中学校の通学区域も夜間中学と同様

に千葉市内全域であることから、このように改正します。 

       以上です。 

磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かありますか。 

藤 川 委 員 ご説明ありがとうございました。 



 

       細かい制度設計が必要だとよく分かりました。 

       少し分からないところがあるので、３点ほど質問させてくだ

さい。 

       １点目ですが、誓約書というのが、改正後のところの第３１条

の２１に誓約書とだけ書かれていて、何を誓約する誓約書なの

かが書かれていないのですが、一般論として誓約書というもの

は何を誓約するかを説明しないとあまり意味がないような気が

します。この書き方で法令上問題ないのかどうかを教えてくだ

さい。 

       ２点目ですが、退学についてです。第３１条の２３の第２項で

（２）として、学力劣等で成業の見込みがないと書かれています

が、中学校に何らかの事情で通えなかった方が通われる学校と

しては、学力が簡単に上がらないことは容易に想定できると思

います。この学力劣等で成業の見込みがないということで、懲戒

処分として退学するということについては、やや厳しすぎるの

ではないでしょうか。退学を勧告するなどというならまだ分か

りますが、学力が上がらないことが懲戒の理由になるというの

は、少し違和感があるのですが、このような言い方で問題がない

のかどうか教えてください。 

       ３点目は通学区域ですが、改正後のところで、このかがやき分

校の通学区域は千葉市全域となっていますが、他方で、この学校

は千葉市外からも受け入れるということになっており、千葉市

の中の通学地域は千葉市全域という意味なのかもしれないです

が、千葉市以外から通う人にとって、これを見たときに、「あれ、

通えないのかな」という誤解を招かないかが心配になりました

ので、このあたりをどうお考えかというのを教えてください。 

       以上、３点です。 

長谷川学事課統括管理主事 ありがとうございました。 

       まず、１つ目の誓約書について、法的に問題がないのかという

ところについてですが、こちらについては、今後またワーキング

グループの方で内容も含めて検討させていただきます。 

       ２つ目、退学について、おっしゃるとおり夜間中学に通う方の

中には確かに学力の面でなかなか追いつかないという方もいる

おそれがあります。今回のこの退学の根拠としては、学校教育法

施行規則の第２６条で、校長がこの懲戒のうち、退学、停学、訓

告の処分についてということで記載がある部分を扱い、こちら



 

に落とし込んだところです。 

       ただ、今後教育課程を編成する中で、こうした多様な方がいる

ということを十分に把握した上で、対応の方を進めて参りたい

と考えております。 

       ３点目の通学区域について、千葉市内全域ということで、通学

区域の規則の改正をしているのですが、千葉市外の方について

も、原則は千葉市内になりますが、副申書ということで、こちら

も募集要項の方にも掲載する形を取りで対応したいと考えてお

ります。 

       以上です。 

藤 川 委 員 ご説明ありがとうございました。理解はしました。 

       ２点目の件については、知的障害などがある方が入学を希望

された場合はどのような対応をするかというような問題にも関

わってくると思われますので、この規則のレベルというよりは

もっと実務的なレベルだと思いますが、様々な条件の方が入学

を希望された場合に、どこまでは対応してどこからは対応しな

いのかということについて、運用の方針などをもう少し詰めて

いく必要があるのではないかと感じましたので、ご検討いただ

けたらと思います。 

長谷川学事課統括管理主事 ありがとうございました。 

       今後、実務レベルで検討する際のご意見として承ります。あり

がとうございました。 

磯野教育長 ほかにご質問もないようですので、議案第３１号「千葉市立小

学校及び中学校管理規則の一部改正について」を原案どおり可決

したいと考えますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

   磯野教育長 ご異議ないようですので、原案どおり可決とします。 

 

議案第３２号 教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況に係

る点検及び評価について 

磯野教育長 議案第３２号「教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行

の状況に係る点検及び評価について」、企画課長、説明をお願い

します。 

望月企画課長 別冊の議案書１ページ目に議案第３２号「教育委員会の権限に

属する事務の管理及び執行の状況に係る点検及び評価について」、

２ページ目以降に報告書がついている冊子をご覧いただければ



 

と思います。 

       本議案は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６

条第１項の規定に基づく、教育委員会の権限に属する事務の管理

及び執行の状況に係る点検及び評価の結果に関する報告書につ

いて、千葉市教育委員会組織規則第８条第５号の規定に基づき、

議決を求めるものです。 

       この後の説明の詳細については、参考資料の冊子の最後のペ

ージにありますＡ３版横書きの概要版（案）に沿って説明させて

いただきますので、そちらをご覧いただければと思います。 

       今回の事務点検・評価の対象は、令和３年度に実施した事業と

なります。 

       事務点検・評価は、教育委員会自らが事務の適正な執行につい

て確認するとともに、市民に対し説明責任を充実させ、市民の信

頼の向上を図ることを目的としています。このことから、毎年度

報告書を作成し議会に提出するとともに、これを公表することが

義務づけられており、今年度も９月の千葉市議会定例会に報告書

を提出します。 

       また、点検・評価を行うに当たり、学校教育分野については千

葉大学教育学部準教授の小橋暁子氏、生涯学習分野については放

送大学教授の岩崎久美子氏に評価所見をいただいております。 

       全体に係る評価に加え、新規、拡充等のあった事業のうち、「Ｉ

ＣＴ支援員配置」、「オリンピック・パラリンピック教育の推進」、

「電子書籍の導入」、「公民館の管理運営」の４つの事業を重点

的に評価する事業として、評価委員による視察やヒアリング等を

行いました。 

       続いて、「Ⅱ 教育委員会の活動状況」をご覧ください。 

       教育委員会会議の開催や各種イベントなど、教育委員会の活

動状況をまとめております。 

       次に、「Ⅲ 点検・評価の結果」をご覧ください。 

       学校教育分野については、第２次千葉市学校教育推進計画、生

涯学習分野においては、第５次千葉市生涯学習推進計画にそれぞ

れ基づき、点検・評価を行っております。 

       まず、「（１）全体の評価について」ご説明します。 

       各施策を推進するための目的、目標である成果指標は、学校教

育分野では５４項目のうち４項目が最終目標値以上である「○」、

生涯学習分野は１０項目のうち３項目が「○」となっております。 



 

       成果指標に掲げた目標を達成するための事業であるアクショ

ンプランは、学校教育分野では１０８項目のうち９４項目が最終

目標以上である「順調」、生涯学習分野では６６項目のうち４７

項目が「順調」となっております。 

       前年度と同様、アクションプランは「順調」の項目が多く、お

おむね順調に進捗している一方、成果指標は達成状況「×」な項

目が多く、実施している取組みが成果として表れていない傾向が

見られます。成果指標の妥当性、成果指標とアクションプランと

の整合性を見直すとともに、より効果の高い事業を実施する必要

があると認識しております。 

       「（２）重点的に評価する事業について」は、記載のとおりと

なっております。 

       続いて、紙面右側、「２ 評価委員による評価」の要旨をご覧

ください。 

       学校教育分野については、小橋委員より次のような評価をい

ただいております。 

       総括的所見として、社会の状況が目まぐるしく変わり、計画当

初では想定をしていないことも起きている。各指標は無理に到達

させるのではなく、項目によっては違う道筋を検討し直す、ある

いは成果をすぐに求めずに時間をかけていく、整理をしていく等、

児童生徒や教員や地域の状況を踏まえて、内容によっては計画の

練り直しも含めていくことが肝要である。 

       また、ＩＣＴ支援員配置につきましては、ギガタブは学校へ導

入されたばかりであり、その課題も実践が増えるに従いこれから

見えてくる。令和３年度の支援員増員により少しずつ操作が分か

り、何ができそうか見えてきたことを実現させていくために、今

後もＩＣＴ支援員配置を含め、学校のニーズを踏まえた支援体制

を継続していく必要があるのではないだろうか。 

       また、オリンピック・パラリンピック教育の推進につきまして

は、東京オリンピック・パラリンピック終了後に継続をしていく

ならば、何を大事にして、そのために何を継続するのかを考える

ことが重要である。例えば、単にパラスポーツを児童生徒にさせ

ることだけが目的とならないよう、時を経てもそのスポーツを通

した学びは何か、どのような教育課題を設定できるかを考えてい

く必要があるなどとのご意見をいただきました。 

       生涯学習分野については、岩崎委員より次のような評価をい



 

ただいております。 

       総括的所見としましては、生涯学習関連事業全体としては、市

民の生涯学習振興のために時代の変化を勘案した事業立案やコ

ロナ禍などの予測できない事態への迅速な対応など、積極的施策

を行っている。 

       また、電子書籍の導入に関しましては、電子書籍はインターネ

ットを介し、いつでもどこでも書籍にアクセスできる。このこと

は時間や場所の制約から解放されることを意味し、図書館利用者

の拡大に寄与することであろう。千葉市図書館を経由し、デジタ

ル教材が活用できる環境が整備され、学校教育や生涯学習センタ

ーの講習などにも活用されることが期待される。 

       また、公民館の管理運営に関しましては、公民館は地域に密着

した施設である。そのため、市民にとって家庭、職場に加わる第

三の場として居心地のよい空間が望まれる。訪問した小中台公民

館は温かみを感じ、気持ちが和む空間となっている。全ての公民

館で行われるよう公民館全体を通じた仕組みづくりが重要であ

るなどとのご意見をいただいております。 

       評価いただいた点はさらなる向上を目指し、ご意見について

は真摯に受け止め、今後の事業の進め方等を検討して参ります。 

       最後に、「評価委員の意見に対する対応」です。 

       昨年度は令和２年度事業の９項目にご意見をいただきました

ので、全ての意見に対し適切に対応しているところです。 

       議案第３２号についての説明は以上です。よろしくお願いし

ます。 

磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かありますか。 

藤 川 委 員 ご説明ありがとうございます。 

       参考資料の右側のページの評価委員による評価の概要のまと

め方について、多分昨年も申し上げたのですが、元の報告書で見

出しに出ている項目が反映されていないところがあるように思

います。例えば、小橋委員が９８ページ一番上の（２）で言って

いる学校同士の横の連携の重要性ということが丸々抜けている

と思います。元の報告書には見出しがあるにもかかわらず、概要

版では多分丸々削除されていると思います。 

       やはり概要はあくまでも概要ですので、元の文章で見出しの

レベルで掲げられているものについては、箇条書きの一つの項目

程度には残していただいて、概要だけ見ても、もともとあった項



 

目がたどれるようにしていただきたいと思います。 

       加えて申しますと、ＩＣＴに関しては、今年度小橋委員が評価

してくださっているように、配置の効果が上がっていると思いま

すので、引き続きＩＣＴ支援員の活用も含めて充実を図っていた

だければ幸いです。 

望月企画課長 ご意見ありがとうございました。確認させていただければと思

います。 

磯野教育長 ほかにご質問もないようですので、議案第３２号「教育委員会

の権限に属する事務の管理及び執行の状況に係る点検及び評価

について」を原案どおり可決したいと考えますが、いかがでしょ

うか。 

（「異議なし」という声あり） 

磯野教育長 ご異議ないようですので、原案どおり可決とします。 

 

報告第６号 職員の人事について 

磯野教育長 次に、教育委員会が教育長をして臨時に代理させ、処理した事

項に係る報告をお願いします。 

       報告第６号「職員の人事について」、教育職員課長、説明をお

願いします。 

吉田教育職員課長 議案書の１１ページをご覧ください。 

       報告第６号「職員の人事について」、ご説明します。 

       教員の人事については、千葉市教育委員会組織規則第９条第

１項の規定に基づき、教育長をして臨時に代理させ処理を行い

ましたので、ご報告させていただきます。 

       令和４年９月１日付けで、千葉市立さつきが丘西小学校教頭、

栗林修が局外へ出向し、また、青少年サポートセンター担当所長

補佐、佐藤秀作を千葉市立末広中学校教頭として発令します。 

       報告は以上です。よろしくお願いします。 

磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かありますか。 

 

磯野教育長 以上で、公開審議案件に係る審議が終了しました。委員の皆様、

ここまででその他として、ご意見、ご質問等何かありますか。 

（「なし」という声あり） 

磯野教育長 次に、議案第３３号に係る審議に移りますが、以降の審議に

ついては、非公開となりますので、傍聴人の方は退出をお願い

します。 



 

（傍聴人、退出） 

 

議案第３３号 令和４年度補正予算について（９月補正） 

 磯野教育長 改めて審議を再開します。 

            議案第３３号「令和４年度補正予算について」、初めに学校

施設課長、説明をお願いします。 

 堀学校施設課長 議案第３３号「令和４年度補正予算について」説明します。 

        議案書（２）の２ページをお願いします。全部で２件あるう

ちの１件目となります。 

        本議案は、令和４年度当初予算において債務負担行為の設

定を行った中等教育学校仮設校舎賃借料について、債務負担

行為限度額の変更を行うものです。 

        「１ 補正理由」ですが、稲毛国際中等教育学校の大規模改

造工事に伴い仮設校舎賃借料について、昨今の国際情勢、新型

コロナウイルス感染症の影響による物流の停滞、人件費上昇

などにより建築経費が急激に高騰しております。また、今年度

実施した土質調査委託の結果、想定よりも地盤の強度不足が

明らかになり、予定していた３階建て１棟の建物から２階建

て３棟に建築方法を変更するため経費の追加が生じました。 

        以上の理由から、債務負担行為限度額の変更の補正を行う

ものです。 

        「２ 補正予算額」ですが、債務負担行為の変更２億５，３

００万円です。令和５年度、６年度の２年にまたがるものでし

て、内訳については、記載のとおりです。 

        「３ 補正予算の内容」ですが、まず（１）の影響額につい

ては、建築方法の見直し分で１億４，７００万円、建築経費の

高騰分は１億６００万円です。 

        （２）の債務負担行為限度額の変更については、補正前の債

務負担行為限度額は６億円です。補正後については８億５，３

００万円となります。内訳については、記載のとおりです。 

学校施設課の説明は以上です。 

磯野教育長 次に、生涯学習振興課担当課長、説明をお願いします。 

上田生涯学習振興課担当課長 続いて、議案書（２）の３ページをお願いします。 

       放課後児童支援員等処遇改善事業についてご説明します。 

       「１ 補正理由」ですが、令和３年１１月に閣議決定された

「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」を受け、令和４



 

年２月から９月を対象期間として、アフタースクールに勤務

する職員の処遇改善を図るため、処遇改善臨時特例交付金に

よる助成を行ってきたところですが、令和４年１０月以降も

賃金改善を継続するため、所要の経費を計上するものです。 

       「２ 補正予算額」は９００万円です。財源は国費、県費、

市費がそれぞれ３分の１となります。 

       「３ 補正予算の内容」ですが、（１）事業内容に記載のあ

るとおり、アフタースクール運営事業者に対して、勤務する職

員の賃金を月３％程度、月額９，０００円を改善するために必

要な費用を補助します。 

       なお、アフタースクールは放課後児童クラブの対象となら

ない、例えばいわゆる専業主婦家庭のお子様も含めて居場所

を提供しておりますが、国制度における補助対象は放課後児

童クラブのみですので、全利用児童に占める放課後児童クラ

ブ対象児童の割合である８６．９％を乗じた額を補助します。

補助額については、記載の計算式のとおり、賃金改善額９，０

００円に法定福利費事業主負担分２，０００円を加えた１万

１，０００円に、対象者数、放課後児童クラブ対象児童の割合

及び実施月数を乗じて算出します。 

       （２）対象期間については、令和４年１０月から令和５年３

月の６か月間です。 

       （３）対象施設については、アフタースクール２４か所、（４）

対象職員についてはアフタースクールに勤務する職員です。 

       説明は以上です。 

磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かありますか。 

 藤 川 委 員 ご説明ありがとうございます。 

        中等教育学校整備に関して質問させてください。 

        補正理由のところで、地盤の強度不足が明らかとなったた

めに３階建て１棟から２階建て３棟に変更ということだった

のですが、これはこの変更でお金がかかるのは理解しました。

しかし、そもそもかなり深刻な状態があるということを心配

しますので、今ある稲毛高等学校などの校舎については問題

がないのか、それで３階が２階になるということは相当面積

が必要になると思いますが、土地の利用の仕方について大幅

な変更が生じることによって、中等教育学校の今後の整備に

ついてどんな影響があるのかなど、そういったことについて



 

も可能な範囲で話していただけたらありがたいです。 

 堀学校施設課長 まず、お尋ねの１点目の今の校舎に影響があるのかというこ

とですが、今の校舎については、地中深くの固い地盤まで杭を

打ってその上に建っておりますので、そういった影響はないも

のと思われます。 

        このために想定していた数値というのは以前の増築のとき

のデータで、そのときにはまだ十分な強度があると思われて

いたのですが、今回建設予定場所の調査を行った段階で地盤

の強度不足が発見されたということになります。 

        土地の利用についてですが、３階建て１棟の段階で既にグ

ラウンドに一部食い込むような形にせざるを得ない状況にな

っており、その代替としては近隣の旧高浜第二小学校のグラ

ウンドなどを使う予定でいたのですが、１棟が３棟になって

も変わらないということです。 

        以上です。 

 小 西 委 員 細かい点で恐縮なのですが、中等教育学校の仮設校舎賃借

料とありますが、建設料などではなくて賃借料という言い方

なのですか。 

 堀学校施設課長 正規の校舎は既にあり、そこを大規模に改造する工事が入

るので、その間一時的に生徒が生活する校舎を建てるという

ことです。こちらは千葉市で建てるというものではなく、リー

ス会社が持っている持ち物を借りるというような形式を取る

ので、賃借料となります。 

 小 西 委 員 なるほど、ありがとうございます。 

 竹 田 委 員 アフタースクールの職員は、実際何人位いらっしゃるので

しょうか。 

 上田生涯学習振興課担当課長 予算の計上のときには１９０人、非常勤の方は頭数ではな

く常勤の方に当てはめた場合に何人分になるかということで

計算をしております。 

 竹 田 委 員 ありがとうございます。 

 磯野教育長 ほかにご質問もないようですので、それでは議決に移りま

す。議案第３３号「令和４年度補正予算について」を原案どお

り可決したいと考えますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

    磯野教育長 ご異議ないようですので、原案どおり可決とします。 

            ここで、生涯学習振興課担当課長は、所用につき、退席とな



 

ります。 

（生涯学習振興課担当課長、退出） 

 

議案第３４号 千葉市職員の定年等に関する条例等の一部改正について 

 磯野教育長 議案第３４号「千葉市職員の定年等に関する条例等の一部

改正について」、教育給与課長、説明をお願いします。 

 松永教育給与課長 議案第３４号「千葉市職員の定年等に関する条例等の一部

改正について」、ご説明します。 

        議案書（２）の５ページ、参考資料（２）は１ページをご覧

ください。参考資料の方を基にご説明をさせていただきます。 

        まず、「１ 改正の趣旨」をご覧ください。 

        地方公務員法の一部改正等に伴い、職員の定年を引き上げ

るほか、所要の改正を行うよう市長に申し出るものです。なお、

法改正については、令和３年６月に公布され、令和５年４月１

日施行となっております。 

        次に、「２ 改正の概要」についてですが、まず「（１）定

年年齢の引上げ」をご覧ください。 

        国家公務員の定年年齢が引き上げられ６５歳とされること

を踏まえ、本市においても同様に下記のとおり定年年齢を定

めるものです。表をご覧いただきますと、２年に１回定年年齢

が引上げとなり、令和１３年度から制度が完成するイメージ

です。 

        次に、「（２）管理監督職勤務上限年齢制（役職定年制）の

導入」についてですが、６０歳を過ぎた管理監督職が、そのポ

ストから降任する管理監督職勤務上限年齢制（役職定年制）を

導入します。なお、役職定年制の対象となる職員が上限年齢を

迎えた場合、異動期間、当該職員の６０歳の誕生日から最初の

４月１日までとなりますが、この期間中に管理監督職以外の

職に異動させる必要があります。括弧内を見ていただくと、例

えば教育職の場合ですと主幹教諭に、行政職の場合ですと主

査に降任させることとなります。 

        例外としまして、職員の年齢別構成その他のこれらの欠員

を容易に補充することができない特別の事情がある場合等に

は、１年単位で異動期間を延長し、引き続き管理監督職を占め

たまま勤務させることができることとなっております。 

        次に、「（３）定年前再任用短時間勤務制の導入及び暫定再



 

任用制度の措置」をご覧ください。 

        ６０歳以後に退職した職員を、６５歳等の定年年齢前に短

時間勤務の職で再任用することができることとします。任期

は、常勤職員の定年退職日に当たる日までとします。勤務時間、

給与の仕組み等は現在の再任用短時間勤務制度と同様としま

す。 

        なお、定年が段階的に引き上げられる経過期間において、６

５歳まで再任用ができるよう現行の再任用制度と同様の仕組

みとして暫定再任用制度が措置され、こちらの方はフルタイ

ムと短時間の勤務形態があります。 

        これに伴い、これまで給料表等に規定していた「再任用職員」

の文言を「定年前再任用短時間勤務職員」等への文言に置き換

えるなどの規定の整備を行うものです。 

        次に、２ページをご覧になっていただき、「（４）６０歳に

達した職員の給与等について」ですが、地方公務員法に定める

均衡の原則に基づき、国家公務員における取扱いを考慮し、給

与及び退職手当について以下の措置を講じるものです。 

        「ア 給与水準」をご覧ください。 

        当分の間、職員の給料月額は、職員が６０歳に達した日後の

最初の４月１日（以下、資料上「特定日」といいます。）以後、

６０歳時点の級号給に応じた給料月額を適用し、その７割の

額とするものです。また、役職定年に伴い降任する者も同様と

します。 

        なお、役職定年に伴い降任する者の場合、管理監督職勤務上

限年齢調整額を給料として支給することで、降任前の７割水

準となるように調整します。計算例として下のグラフをご覧

ください。 

        一番左の棒グラフが６０歳前の校長で、給料は月額４４万

１，５００円となります。この金額を７割にしたものが左から

２番目の棒グラフで、月額３０万９，０５０円となります。し

かし、実際には主幹教諭に降任することとなり、右から２番目

の棒グラフの月額４１万４，６００円に７割を掛けた、一番右

側の棒グラフの月額２９万２２０円となってしまいます。 

        これですと、校長だったときの７割を下回ってしまいます

ので、左から２番目のグラフの金額から一番右の金額の差額

分であるグラフ右欄外に記載があります月額１万８，８３０



 

円を調整額として支給する仕組みを設けております。 

        次に、「イ 各種手当等」をご覧ください。 

        特定日以後の職員に支給される各種手当の取扱いは記載の

とおりですが、（ア）についてはいわゆる本給に相当する手当、

（イ）については給料月額を算定基礎として計算する手当、

（ウ）についてはいわゆる生活関連手当、その他定額で支給す

る手当となっております。 

        次に、「ウ 退職手当」ですが、６０歳に達した日以後、そ

の者の非違によることなく退職した者の退職手当の基本額に

ついては、当分の間、退職事由を定年退職として算定すること

とします。 

        なお、職員が特定日から７割水準の給料月額となる場合や、

役職定年による降任等により給料月額が減額される場合につ

いても、減額前の給料月額を基に退職手当額を算定し、本人に

不利益が出ないよう措置します。 

        次に、「（５）情報提供・意思確認」についてですが、今回

の法改正に伴い、役職定年制及び定年前短時間再任用制度が

導入されるほか、給与水準が６０歳時点の７割に設定される

など、６０歳以後の職員の勤務形態等が多様になることを踏

まえて、職員が６０歳に達する年度の前年度、５９歳の年に６

０歳以後の任用、給与、退職手当に関する情報を提供し、６０

歳に達した日の翌日以後の勤務の意思を確認するよう努める

こととされましたことから、条例上必要な規定を整備します。 

        最後に、「３ 施行期日」ですが、令和５年４月１日としま

す。なお、ここでは説明を省略しておりますが、雇用保険法の

改正に伴う規定の整備など一部の規定については１０月１日

または公布の日を予定しております。 

        説明は以上となります。 

磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かありますか。 

 ご質問ないようですので、それでは議決に移ります。 

議案第３４号「千葉市職員の定年等に関する条例等の一部改

正について」を原案どおり可決したいと考えますが、いかがで

しょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

    磯野教育長 ご異議ないようですので、原案どおり可決とします。 

 



 

議案第３５号 千葉市立小学校設置条例の一部改正について 

 磯野教育長 議案第３５号「千葉市立小学校設置条例の一部改正につい

て」、学事課統括管理主事、説明をお願いします。 

 長谷川学事課統括管理主事 議案第３５号「千葉市立小学校設置条例の一部改正につい

て」ご説明します。 

        議案（２）の４１ページ、また、参考資料（２）の８５ペー

ジをお開き願います。 

        まず初めに、「１ 改正の趣旨」ですが、子どもたちのより

よい教育環境の整備と教育の質の充実を目的とした学校適正

配置により統合校を設置するため、千葉市教育委員会組織規則

第８条第６号に基づき、議決を求めるものです。 

        「２ 統合校の概要」ですが、花島小学校は、花見川第三小

学校及び花島小学校を統合し、現在の花島小学校の位置に設置

するものです。開校時の学校規模については記載のとおりです。 

        「３ 施行期日」ですが、令和５年４月１日となります。 

        なお、統合前後の学校の位置と学区の範囲については、参考

資料８６ページにあります通学区域図をご参照ください。 

        以上で説明を終わります。 

磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かありますか。 

 ご質問ないようですので、それでは議決に移ります。 

議案第３５号「千葉市立小学校設置条例の一部改正について」

を原案どおり可決したいと考えますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

    磯野教育長 ご異議ないようですので、原案どおり可決とします。 

 

議案第３６号 工事請負契約について 

 磯野教育長 議案第３６号「工事請負契約について」、学校施設課長、説

明をお願いします。 

 堀学校施設課長 本議案は、旧千葉市立千城台南小学校解体工事を行うための

工事請負契約を締結するよう市長に申し出ることについて、千

葉市教育委員会組織規則第８条第６号の規定に基づき、議決を

求めるものです。 

        議案書は（２）の４３ページとなりますが、参考資料により

ご説明します。参考資料（２）の８９ページをお願いします。 

        本議案は、千葉市学校適正配置実施方針に基づき、旧千城台

南小学校が旧千城台旭小学校を統合場所として、千城台みらい



 

小学校として統合されたことに伴い、跡施設となった旧千城台

南小学校を解体するものです。 

        同校は、令和３年１２月の政策会議において、「千城台地区

学校跡施設の活用方針について」が方針決定されたことに伴い、

令和４年度から５年度にかけての２か年継続事業により解体

工事を行うものです。 

        「１ 工事名称」は、旧千葉市立千城台南小学校解体工事で、

「２ 施工場所」は、若葉区千城台南１丁目１９番１号となり

ます。 

        「３ 工事概要」ですが、校舎棟、屋内運動場及びプール等

を解体するとともに、基礎杭の引抜き等の工事を実施するもの

です。 

        「４ 契約方法」は、制限付一般競争入札の総合評価落札方

式、契約金額は３億６，８５０万円です。 

        「６ 工期」は、契約締結日の翌日から令和５年１２月２４

日までとなっています。 

        請負者ですが、シンコー・鵜沢建設共同企業体で、代表構成

員はシンコー株式会社、構成員は鵜沢建設株式会社です。 

        参考として、次のページとその次のページに位置図と配置

図を添付しております。 

        以上です。 

磯野教育長 審議に移りますが、質問等を含め、何かありますか。 

竹 田 委 員 ４行目に跡施設の活用方針とありますが、これは解体し、更

地になった後、どういう方針になるのか、参考までに教えてく

ださい。 

堀学校施設課長 更地にした後に幾つかの施設を建設していくことになって

おります。一つは民間の保育所です。それから、若葉図書館、

千城台公民館、和陽園という老人ホームがこちらに建つこと

になります。 

竹 田 委 員 保育所は民間の保育所ですか。 

堀学校施設課長 千葉市の保育所が民間に変わり、それが建つことになりま

す。 

竹 田 委 員 老人ホームはこれも民間ですか、公的なものではないので

すか。 

堀学校施設課長 社会福祉協議会というところが運営をしているものです。 

磯野教育長 ほかにご質問ないようですので、それでは議決に移ります。 



 

議案第３６号「工事請負契約について」を原案どおり可決し

たいと考えますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

    磯野教育長 ご異議ないようですので、原案どおり可決とします。 

 

９ その他 

  第９回定例会は、事務局において日程を調整の上、開催日を決定することとし

た。 

１０ 閉会 

  磯野教育長より閉会を宣言 


